
河口潮間帯干潟の土砂動態に影響を及ぼす潮汐と河川出水の重要性の評価 
 

熊本大学  学生会員 ○舟越善隆,郷原慎一郎,田川一彦,立山龍太 正会員 白川雄一朗,外村隆臣,山田文彦 

 

１．はじめに 

 潮間帯干潟は地球温暖化に伴う海面上昇により干

潟地形の変形や消失の可能性が示唆されており、沿

岸域の災害リスクの増大が懸念されている。その為、

沿岸域の環境管理、内湾環境の整備のためにも干潟

地形の土砂動態メカニズムを解明し、地形変化を精

度良く評価する事は重要な課題 1)である。本研究で

は、精度良い地形変化予測に先立ち、継続的な観測

による地盤高と底質浮遊フラックスデータを基に平

均的な挙動の把握とともに、河川出水と潮位との位

相差の影響などの検討を行った。 

 

２．現地観測 

観測は図-1に示す熊本県白川河口域で実施した2)。

対象領域において R1 から R5 までの右岸 5 ラインを

設置しており、2004 年 5 月から毎月干潟地盤高の現

地観測を実施し、現在も継続中である。また、R2 ラ

イン上の 3 点(A,B,C 点)において水位、流速、濁度の

計測を実施していたが、山田ら(2009)2)による土砂収

支結果において河口付近で特異な変化を示したため、

R1 ライン上の 1 点(D 点)を追加して計測を行った。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-1 観測場所（熊本県白川河口域） 

 

 現地観測対象地において山田ら(2009)2)は底質浮遊

フラックス計測を併用し、シルト・粘土の質量に基

づき、2006 年 10 月～2007 年 10 月の期間で検討を行

った。その結果、平常時には R1-R5 ライン間におい

ての輸送は南向きに卓越し、河口付近の R1 ライン境

界においては北向きの輸送が卓越する堆積傾向にあ

ることを示した。また、出水時には R1-R5 ライン間

においての輸送は平常時と同様の傾向を示すが、南

向きの流入量以上の浮遊土砂が沖側に流出し、河口

付近の R1 ライン境界においても南向きの輸送が卓

越する侵食傾向を示した(図-2)。これらの結果から①

南向きの土砂動態が潮汐運動の空間分布や湾全体か

らの影響に起因する。②潮汐と河川出水の相対的な

重要度に関しては、河川出水のピークと潮位の関係

が重要である。という 2 つの仮説を立て検討を行っ

た。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-2 土砂収支結果 2) 

 

３．潮汐流の空間分布による影響 

 連続式のみを用いた岸沖１次元における潮汐流の

理論解は Friedrichs･Aubrey (1996) 3)により示されて

いるが、今回はこれを平面2次元に拡張するために、

浅水方程式を現地スケールでオーダリングを行い、

次式のように簡略化を行った。 
 

                     (1) 

 

ここで、ηは水位、fb は底面摩擦係数、U,V は東西･

南北方向の潮汐の断面平均流速、Un,Up は等深線に垂

直、平行な潮流の断面平均成分、Zb は地盤高、H は

全水深である。また、左辺第 1項は潮位の時間変化、

左辺第 2 項は底面摩擦、右辺第 1 項は潮流と地形勾

配、右辺第 2 項は潮流の空間変化を示している。そ

れぞれの項に潮汐位相平均結果を代入し、その大き

さを比較し、潮流の空間変化の影響を調べた。各項

の比較結果を図-3 に示す。比較結果より、式(1)の底

面摩擦項は無視できるほど小さく、潮流の空間変化

に関しては有意である事がわかった。潮流の空間変

化に関して、HF レーダーによる観測結果を基に 2009
年 3-5 月の平均表面流速･流向分布を求め、検討を行

う(図-4)。HF レーダーによる分布から、湾全体にお

いて平均表面流速は南向きの流れが卓越しているこ

とが確認された。土砂収支結果においても平常時、 
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出水時ともに南向きの流れが卓越していることから、

湾スケールの潮汐流れが潮間帯の底質輸送に影響を

与えている事が示唆された。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-3 各項の比較結果 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

図-4  HF レーダー2009 年 3-5 月の平均分布 
４．潮汐･河川出水の相対的重要度の検討 

 現地観測の結果や山田ら(2009) 2)の土砂収支に関

する研究において、河川出水のピークと潮位の関係

が重要である事が示唆されていた。そこで、河口付

近で特異な変化を示している R1 ライン上 D 点にお

いて観測を行った 2008 年 5 月から 2009 年 11 月の間

で図-5 のように底質浮遊フラックス量と河川流量と

の比較を行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図-5 河川出水と D 点の底質浮遊フラックスの関係 

底質浮遊フラックス量と河川流量との比較結果から、

出水時において底質浮遊フラックス量の輸送は 2008
年の出水時には南向きに卓越した輸送を示している

のに対し、2009 年の出水時には北向きの輸送量が卓

越するという異なる傾向を示している。この異なる

傾向について検討していくために、2008 年 6 月 10-15
日と 2009 年 7 月 23-28 日の出水時において図-6 に示

すように河川流量と潮位の時系列を直接比較するこ

とで定量的な検討を行った。 
 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

図-6 河川出水と潮位の位相関係 
 

図-6 より、2008 年においては下げ潮時に出水して

おり、底質浮遊フラックスは南向きに輸送される傾

向にある。また、2009 年の出水時においては上げ潮

時に出水しており、底質浮遊フラックスは北向きに

輸送される傾向にあることが示された。これらの事

から、出水のピークが上げ潮付近、または下げ潮付

近のどちらの潮位に重なるかにより底質浮遊フラッ

クスの移動方向が変化しているため、河川流量と潮

位の位相差が土砂移動に与える影響の重要性が現地

観測により確認された。 
 
５．おわりに 

 潮間帯干潟において、地盤高と底質浮遊フラック

スの現地観測結果を用いて潮汐運動の空間分布によ

る土砂動態への影響、潮汐と河川出水の相対的な重

要度の検討を行った。その結果、土砂動態は潮流の

空間分布や湾スケールでの流れに影響を受けている

事が示唆され、河口付近において河川流量と潮位の

位相差により土砂の流れの方向が代わり、この位相

差が土砂移動に与える影響の重要性が確認された。 
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